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概    要 

1 （著書） 

Ｃ．Ｒ．ロジャーズの「カウンセ

ラーの中核三条件」における

キリスト教的側面 

 

単著 

 

平成 30 年 5 月 

 

大学教育出版 

 

著書全体の概要： C.R.ロジャーズはカウンセラ

ーの中核三条件を提唱している。それは①「純

粋性」または「自己一致」、②「無条件の肯定的

尊重」、③「共感的理解」である。この中核三条件

に関するキリスト教的側面を本書では検討した。

その結果、カウンセラーの三条件を完全に満た

しているのはイエス＝キリスト唯一人であるが、ロ

ジャーズはイエスを「高度に倫理的な人間」とし

て捉えることによって、三条件を自らのカウンセリ

ング人生に落とし込んで行ったことがわかった。

（総ページ数：103 頁） 

2 （著書） 

1992 年の「精神薄弱」用語問

題─伊藤隆二教授の教育思

想をめぐって─ 

 

 

単著 

 

平成 30 年 9 月 

 

大学教育出版 

 

著書全体の概要：知的ハンディキャップを持つ

人を、どう呼称するかは、現在に至るまで議論が

途絶えることが無い。本研究では、筆者の師であ

る伊藤隆二教授が提唱している「『障害児』から

『啓発児』へ」の思想を研究の出発点とした。近

江学園の創立者・糸賀一雄氏は「この子らを世

の光に」と言われたが、伊藤教授は、それを更に

進めて「この子らは世の光なり」と主張される。な

ぜ「この子らは世の光なり」なのか、また、なぜ

「障害児」ではなく「啓発児」なのか、ということを

本研究では解き明かした。（総ページ数：125

頁） 

３ 

 

（学術論文） 

江戸川乱歩と精神分析 

─論文「Ｊ・Ａ・シモンズの 

ひそかなる情熱(二)」を読 

む─ 

 

 

単著 

 

平成 29 年 10 月 

 

広島国際大学 

総合教育センター

紀要 

第 2 号 

pp.1～14 

広島国際大学 

総合教育センター 

 
論文全体の概要：本稿では、大槻憲二が主宰

していた東京精神分析学研究所が発行する

『精神分析』に 1933 年に発表された江戸川

乱歩の未完の論文「J・A・シモンズのひそか

なる情熱」の内、第二回掲載分について検討・

考察を行った。 (総ページ数：14 頁) 

4 （学術論文） 

江戸川乱歩と精神分析 

─論文「Ｊ・Ａ・シモンズの 

ひそかなる情熱(三)」を読 

む─ 

 

 

 

単著 

 

平成 31 年 2 月 

 

広島国際大学 

総合教育センター

紀要 

第 3 号 

pp.1～15 

広島国際大学 

総合教育センター 

 

論文全体の概要：本稿では、大槻憲二が主宰し

ていた東京精神分析学研究所が発行する『精

神分析』に 1933 年に発表された江戸川乱歩

の未完の論文「J・A・シモンズのひそかなる

情熱」の内、第三回掲載分について検討・考

察を行った。（総ページ数：15 頁） 

 

5 （学術論文） 

江戸川乱歩と精神分析 

─論文「Ｊ・Ａ・シモンズの 

ひそかなる情熱(四)」を読 

む─ 

 

 

単著 

 

令和 2 年 2 月 

 

広島国際大学 

総合教育センター

紀要 

第 4 号 

pp.1～16 

広島国際大学 

総合教育センター 

 

論文全体の概要：本稿では、大槻憲二が主宰

していた東京精神分析学研究所が発行する

『精神分析』に 1933 年に発表された江戸川

乱歩の未完の論文「J・A・シモンズのひそか

なる情熱」の内、第四回掲載分について検討・

考察を行った。（総ページ数：16 頁） 

 


